


「経済講演会」と「新年 会」を開

講 参 賓

岐阜県プラスチック工業組合は 1月10日午後、岐阜市内にある岐阜グランドホテルで新

年初行事『経済講演会』と『互礼会』を開催した。

経済講演会は、静岡文化芸術大学文化政策学部の坂本光司教授を招いて『元気な企業と

は…元気な企業に学ぶ経営戦略』をテーマに講演を聞いた。この中で坂本講師は「中小企

業は人材を確保し、育て、開発型企業をめざせ…」と強調、多くの事例をもとに学べきこ

とを紹介した。（講演要旨は4~5ページに紹介）

続く新年互礼会は、講師の坂本先生はじめ来賓として招いた県関係機関や賛助会員を交

えて開いたもので、会場に集まった50人は和やかに交流と懇親を深めた。

年頭のあいさつをする大松利幸理事長

熱こもり講演は予定時間を超える

講演会は大野賞副理事長の「原料樹脂は高騰

を続け、製品価格は少しも上がらず、コスト削

減はもう限界。こんな経営環境を打破できる手

立てはないのか、と悩んでいる。講演会にお招

きした坂本先生は、数多くの経営診断や産業動

向調査を担当し、新しい中小企業経営論を展開

されている方で、進むべき経営のあり方を示唆

平成20年の初行事・新年互礼会。講師、来賓、賛助会員、組合員が一堂に集まる
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してもらえる」との講師紹介で始まった。

坂本先生の講演は、予定時間を超える熱演で

「開発型企業をめざす」には人材を育て①価格

競争から足を洗い、非価格競争力を身に付けよ

②景気に左右されない、人々が欲しがるものを

造って売れ③他社に無い機械で、マネされない

製品造りをせよーと言い切った。

講演を終わって日比勝次副理事長は「先生か

ら多くの教訓をいただいたが、この教訓を胸に

秘め、経営に当たっていきたい。工業組合は今

年創立40周年を迎えます。現在、記念行事を企

画、準備しているところで、各位のご協力をお

願いし、元気な企業活動、元気な組合活動を展

開していきたい」と謝辞を述べた。

将来のある業界を…大松理事長挨拶

互礼会は隣接するパーティー会場に移して開

催、大松利幸理事長は「企業経営を厳しい目で

見てこられた坂本先生の話を、自分の企業経営

に当てはめ、多くのことを考えさせられた。業

界は今、苦況の真っ只中にあるが、この時こそ

企業は相互に手を携え、協調の精神で、将来の

ある‘‘ものづくり業界”を築いていかねばなら

ない」と、年頭のあいさつを行なった。
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続いて県産業技術センターの加藤博ー所長が

「センターは企業が各分野に進出できるように

施設と人材を整えている。講師の話にあった第

二、第三の柱づくりを支援させてもらえると思

う」と呼びかけ、乾杯の音頭をとった。

互礼会は交流の後、児玉栄一副理事長の「元

気な企業の話を聞き勇気づけられた。何事にも

萎縮せず得意な分野、得意な技術を伸ばし、悪

環境を切り開いていきたい」と締め括った。

加藤博一岐阜県産業技術センター所長の発声で乾杯。成形加工業界との連携を呼びかけた
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経済講演会『元気な企業とは…』の講演要旨

の欲し 製 、価格競争から

¥1戸芸U)麟冥国略

新年初行事『経済講演会』は、静岡文化芸術大学の坂本光司教授

を招いて『元気な企業とは•••元気な企業に学ぶ経営戦略』をテーマ

に聞いた。坂本講師は、数多くの中小企業の実態を調査・理解し、

マクロ（統計数字）とミクロ（企業現場）の両面から中小企業の経

営戦略を提起されている人。

講演の中でも元気な企業を紹介し、中小企業の消滅は日本経済を
~‘’ 

崩壊するとして「価格競争から足を洗え」「開発担当の人材を育て 講師の坂本教授

よ」「人の欲しがるものを造れ」などと、熱く語った。

これを支えているのは中小企業である。中小企

業が好不況にかかわらず年間2万工場も減少し
大企業は選ばれる時代に入った

〇…これまで全国六千以上の会社を訪問

し「企業の活力はどこにあるのか」を調べ

させてもらった。この企業診断を基に昨年

は6冊の本を出版したが、その中に「選ば

れる大企業、捨てられる大企業」がある。

世間でよくいう「選ばれる中小企業、捨て

られる中小企業」ではなく 「中小企業や下

請企業を大切にしない大企業は、滅びてし

まう」という逆の発想でまとめた。

振り返って見ると近年、ものづくり工場

が異常なほど減ってきている。中小企業は

10年間に20万社も消滅している。商店街も

ひどいが、ものづくり工場は各地に点在し

て目につきにくいだけで、年間平均 2万エ

場も減少していることは正に異常である。

日本の大企業はアッセンブル産業で、設

計した後、一部のメカは造るが、大半は下

請け企業に任せている。大企業は設計はで

きるが、ものづくり機能が欠落しており、

ている姿に、大きな不安を感ずる。中小企業に

とっても日本経済にとっても、この現実を認め

ることはできない。中小企業が減少し崩壊して

いくことは、日本のものづくり経済（システム）

を崩すことになるからだ。

三大メッカ、浜松地域での教訓

0… 280万社あるという日本の中小企業は

71％が赤字状態の経営。黒字経営の平均利益率

はわずか2~3%。大企業は利益率4~5％で、

10％を超える企業も新聞紙上で多く紹介されて

いる。中小企業と大企業の「較差と不均衡な経

済社会」は長続きしない。

「選ばれる大企業、捨てられる大企業」の執筆

に当たり浜松地域の一千社を調べた。内容は中

小企業の「将来の取引先戦略」で「取引先は増

やすか、減らすか」「自家商品は何％か」「下請

商品は何％か」など、中小企業側から見た戦略

を調ベテーマを思いついた。
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独自の戦略展開で取引先を選べ

〇…調査で判明した戦略は「今の取引先依存

度を下げ、新しい取引先を増やす」「下請けはあ

ほらしいので止める」「下請け 7、自家製品 3の

比率を逆にする」など、脱下請けや親企業離れ

を主張する声が圧倒した。

この戦略は業績の良い会社ほど「取引先を増

やす」「下請依存度を下げる」「主力を自家製品

ヘシフトする」としている。

総合すると「大企業が必要とする元気な中小

企業ほど親企業離れ」を考えている。元気な企

業になるには「価格競争から足を洗い、非価格

競争力を身につけた企業」をめざすこと。元気

な企業は「独自の戦略で取引先を選び、大企業

といえども切り捨てる」だろう。

人々の欲しいものを探して造れ

〇…元気な企業を10社ほど準備してきたが時

間の都合で4社の事例を紹介したい。

その①は宇都宮市のマニー。従業員250人、

昨年の利益率は40%、過去10年間で低かった年

でも16％あった。景気に左右されない医療用の

縫合針を開発して商品化、国内シェアはジョン

ソンを抜き80％のシェアを誇る。

その②は島根県太田市の中村ブレイス。地元

のリハビリ施設と共同で、人工の義肢や義足を

作ったのが始まりで、今では人体のあらゆる部

←新年の初行事、経済講演会

分を作っている。世界各地からこの僻地を

訪れ、受注残は 3年先という。人々が欲し

いものを造るから景気に左右されず、 20年

間の利益率は10％以上を保っている。

新製品を米国へ送り商談に成功

〇…その③はホリックス。家族が骨粗慰

症になった機会に、義歯を造る会社にいた

経験を生かし、人工骨の会社を創業した。

この時60歳、 7年後に15人の規模になった。

当初の人工骨は輸入品で、創業後、チタン

系合金で日本人の体質に合う人工骨を開発

し、現在は 2％のシェアに達している。

その④はアルファ。自動車部品の二次下

請けだったが、自家製品を考え、アルミ鍛

造による電機用のヒートシンクを開発した。

最初は少しも売れず、困り果てて米国シリコ

ンバレーヘサンプルを送り、商談に成功した。

製品は全鼠輸出だったが、現在は国内メー

カーも採用、毎年3(}-吋0％の利益を上げている。

開発を担当する人材を育成せよ

〇…元気印の企業に共通することは、例

外なく開発型企業である。次から次へと新

商品を売り出し、模造品が出た頃には違う

商品を造ること。それには開発を担当する

人材を確保する。もし居なければ大学や研

究機関へ派遣し、育てればよい。

優秀な企業に、もうひとつ共通すること

は他社に無い機械で、ものづくりしている。

例えば汎用機のヘッドに専用機を付けるな

ど、自家製機械で自家製品を製造している。

生産工程でも差別化を行ない、他社がマネ

出来ない商品を造り、世に送り出すことだ。
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出荷額4,269億円。業種別4位へ

I平成18年のプラスチック製品製造業 I

樹脂の高騰で付加価値額は伸び悩む

岐阜県がまとめた『平成18年の工業統計調査』によると、従業員 4人以上のプラスチッ

ク製品製造業は486事業所、従業者数は 1万6,021人、年間製造品出荷額は4,269億511万円

を記録、県内業種別順位は 4位へ躍進した。

平成17年の岐阜県産業は鉄鋼、非鉄金属を除く各業種が事業所数を減らし混沌とする中、

プラスチック製品製造業も事業所数は減らしたものの、従業員数、出荷額、付加価値額の

3指標は実績を伸ばした。しかし、樹脂高騰に伴い従業員 1人当たりの出荷額、同付加価

値額は伸び悩んで前年並みとなり、企業の採算性は改善されなかった。

4人以上で486事業所

総従業者 1万6,021人

《事業所数と従業者数》従業者

数4人以上の県内プラスチック産

業は486事業所で 8事業所減。転

廃業による事業所の減少傾向は平

成16、17年ほどではなかったが、

いぜん続いている。従業者総数は

1万6,021人で989人増えた。

経営組織別にみると、 4人以上

の会社が384企業、個人は1り2企業

で、法人化と転廃業で個人企業は

16企業も減少した。

話パ

~· 学
淡0、、
t<g 

、t

製造品出荷額の産業別構成

平成18年・岐阜県プラスチック業界の規模

（調査対象は従業者4人以上の企業）

◎事業所数＝ 486事業所

（前年比 l.6％減、 8事業所減）

（県産業に占める構成比 6.4%)

（会社法人 384、個人企業 lO 2) 

◎従業者数＝ l6,0 2 l人

（前年比 6.6％増、 989人増）

（県産業構成比は 7.8%)

（正社員・正職員 9,895人）

（パート・アルバイト 3,300人）

（出向・派遣受け入れ 2,680人）

（個人事業主と家族 l4 6人）

◎製造品出荷額＝ 4,269億 5l l万円

（前年比 6.7％増、 268億円増）

（出荷額の県産業構成比は 7.7%)

（県内産業別の順位は第4位）

(l人当たり出荷額は 2,664万円）

◎付加価値額＝ l,7 0 2億 l,l 8 8万円

（付加価値額の県産業構成比は 8.3%)

(l人当たり付加価値額 1,062万円）

（県産業 1人当たり付加価値額 1,006万円）
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プラスチックの県産業に占める構成比は、

事業所数が6.4％で6番目、従業者数の産業別

構成は7.8％で 7番目の順位になる。

県産業を従業員規模別に見ると、 4~9人事

業所、 20~29人事業所は、事業所数、従業者数、

製品出荷額、付加価値額の4項目とも減少した。

金属製品製造を抜いて4位へ進出

《年間の製造品出荷額》プラスチック製品製

造業の年間製造品出荷額は4,269億511万円、前

年比268億円、 6.7％の増となった。県産業に占

める構成比は7.7％と0.2％ダウン、情報通信機

器、電子部品、輸送用機器、鉄鋼、非鉄金属な

ど好況業種のように伸びなかった。

プラスチック製品の内訳は製造品収入4,070

億7,670万円、加工賃収入197億8,990円、修理料

収入2,339万円となっている。従業者 1人当た

りの出荷額は2,664万円で横ばい。プラスチッ

ク製品の品目別出荷額は、①自動車用品をトッ
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プに②包装用フィルム③電気機械器具製品④そ

の他フィルム⑤その他プラ容器の順で目立った。

圏域別では酉濃圏域の伸びが大きかった。

県全体の産業別出荷額順位は①一般機械器具

②輸送用機械器具③電気機械器具④プラスチッ

ク製品⑤金属製品⑥窯業・土石製品⑦電子部品

⑧化学⑨食料品⑩紙・パルプーの順となった。

前年 5位だったプラスチック製品は伸び悩んだ

金属製品に代わって4位へ、前年9位だった電

子部品が7位に躍進した。

付加価値額は基礎素材平均下回る

《製造品の付加価値額》加工生産能力を示す

付加価値額は1,702億1,188円で、樹脂高騰に伴

い前年比5.9%、94億円増にとどまった。

したがって従業者 1人当たりの付加価値額は

1,062万円で前年並み。全産業 1人当たり付加

価値額1,006万円を上回ったものの基礎素材10

業種の平均付加価値額1,130万円を下回った。
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雷喜喜9射出成形の合格者は1級18人、 2級26人
平成19年度前期技能検定『プラスチック射出 《2級》

成形』の合格者発表があった。合格者数は全県 水野 毅（岐阜プラスチック工業諒）

で 1級23人、 2級39人で、合格率は 1級が 押谷 学（岐阜プラスチック工業昧）

59.0%、2級が47.6％だった。前年に比べて大 中村 公靖（岐阜プラスチック工業跨）

幅にアップし、しかも全国平均 (1級31.1%、 伊東 洋孝（岐阜プラスチック工業昧）

2級43.7%)を上回る好成績となった。 清水 隆明（岐阜プラスチック工業昧）

前期技能検定は受検レベルの格差から、毎年 福地 佑亮（岐阜プラスチック工業跨）

合格率が低迷、全国平均を下回っていた。今期 富成大祐（コダマ樹脂工業昧）

から実技補習に力を入れるなど「検定実施体制 立花 英二（コダマ樹脂工業闘）

を強化」し、合格率アップはもちろん検定事業 舷津好弘（ムトー精工條）

を通じて業界のレベルアップに取り組んできた 藤本 昭（ムトー精工蛉）

もので、その成果が表れはじめた。 田中 英則（ムトー精工跨）

なお、今期の組合員企業合格者は 1級18人、 吉村浩司（ムトー精工峠）

2級26人で、 1、2級ともほぼ2倍の技能士が 菊川 雅司（ムトー精工峠）

誕生した。次は組合員企業の合格者。 上田 満（ムトー精工諒）

《1級》 堀 圭佑（ムトー精工昧）

篠田 治（岐阜技研ポリマー固） 尾関亮ー（ムトー精工昧）

篠田 高弘（岐阜技研ポリマー跨） 篠田 茂久（ムトー精工籾）

小野木守彦（岐阜プラスチック工業椋） 田中 大（ムトー精工総）

大澤 健（岐阜プラスチック工業跨） 岩井智宏（ムトー精工蛉）

永田 順也（岐阜プラスチック工業昨） 松田 昌生（ムトー精工昧）

松原 史周（岐阜プラスチック工業観） 各務 正之（メルコファンプロダクツ峠）

大堀 泰章（岐阜プラスチック工業跨） 山田 拓海（中部合成昨）

渡辺伯幸（岐阜プラスチック工業跨） 大杉浩一（中部合成闘）

水谷東明夫（岐阜プラスチック工業蛉） 河口 武広（中部合成跨）

高木裕介（コダマ樹脂工業蛛） 清水俊兵（跨東海化成工業所）

谷口 哲也（ムトー精工跨） 武藤健二（慟ムトー技研）

早川 幸泰（ムトー精工跨）

原 淳二（ムトー精工昧）
射出成形の検定受検者を募集開始

前里 昌良（ムネカタ昧岐阜ファクトリー） 工業組合は平成20年度の前期技能検定として

吉田 慎一（ムネカタ跨岐阜ファクトリー） 『プラスチック射出成形作業』の受検希望者を

木村浩幸（跨中部合成） 募集する。前年度同様に多数の応募者が予想さ

岩田光正（跨旭合成） れるので、実施要綱が決まりしだい受付開始を

後籐義廣（恵那愛知電機昧） 予定している。
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ブロー成形の検定実施
L実技はコダマ樹脂掠本社工場で」

工業組合は県職業能力開発協会から受託した

平成19年度後期の技能検定『プラスチック・ブ

ロー成形作業』の実技技能検定を神戸町のコダ

マ樹脂工業跨本社工場で行った。 2月10日（日）

の学科試験を経て 3月18日（火）に合格発表さ

れる。

今年の受検者は 1級7人2級13人

「ブロー成形作業」の実技検定は 1月28日から

10日間、コダマ樹脂工業峠本社工場で実施した。

受検者は 1級7人、 2級13人の合計20人で、前

年度に比べ 1級受検者が少なかった。

検定は、 1級が3時間30分以内に「ポリプロ

ピレンとポリエチレン樹脂の円筒ボトル（各50

個）を製作、成形品の内容量と成形収縮率と材

料歩留まり率の計算票を作成」した。

2級の検定は、 2時間30分以内に「2種類の

ポリエチレン樹脂を用いて、円筒ボトル（各20

個）を製作」した。

検定機種は口径50ミリ小型機で、 1、2級とも

約430％踪入りの円筒ボトル（高さ213り、直径

58%) を成形した。

ブロー成形の後、成形品を一個一個計量

成形機の操作に当たっては、検定員がヒー

ター温度、スクリュー回転数、油圧ポンプ、エ

アー圧力など、受検者の操作や安全確認の動作

を細かくチェックした。

成形したボトルは「重さ30玄叉＋ー0.5空以

内の精度」とあって、 1個ずつ計量器にかけて

確かめるなど、受検者は真剣な表情で取り組ん

でいた。

成形用金型の技能検定は見送り…

なお、例年後期の技能検定として『プラス

チック成形用金型製作作業』を実施していたが、

今年度は見送られた。成形用金型は岐阜、愛知

など数県が参加していたが、近年、受検者は全

国で40人程度に落ち込んでいた。

神戸町のコダマ樹脂工業卸本社工場で行ったブロ一成形 l、2級の実技技能検定
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新年度総会を開催
5月2l日にグランヴェール岐山で

工業組合は 5月21日（水）の午後4時から岐

阜市内のグランヴェール岐山で『新年度総会』

を開催する。総会では平成19年度の決算、平成

20年度の事業計画、同予算などを審議した後、

例年どおり講演会と懇親会を予定している。

講演会は船日本易学連合会認定鑑定士→建築

設計士の大田昌和さんを講師に招き『開運よも

やま話』を聞く。大田講師は碧南市に在住、昭

和33年の生まれ。平成11年から開運建築暦を発

労働条件を文書で明示
L I 
4月から改正・パート労働法施行一l

4月1日から改正『パート労働法』が施行さ

れる。パート労働者の能力を一層、有効発揮で

きるよう雇用環境を整備する改正で、すべての

パートタイマー労働者（短時間労働者）に適用

される。次は改正のポイント。

〈雇い入れの際、労働条件を文書などで確認

する〉労働基準法に加えて昇給の有無、退職手

当ての有無、賞与の有無の 3つの文書等で明示

することが義務付けられた。

〈雇い入れ後も待遇について説明を〉雇い入

れ後、パート労働者から待遇について求められ

た時、待遇を決定するに当たって考慮した事項

を説明することが義務付けられた。

〈待遇は働き方に応じて決定を〉パート労働

者の働き方はさまざま。改正法では、待遇を正

社員との働き方の違いに応じ均衡（バランス）

を図る措置を講ずること。具体的には職務、人

材活用の仕組み、契約期間の 3条件が正社員と

同じかどうかにより、賃金、教育訓練、福利厚

生などの取り扱いを規定している。

刊、独自の家相鑑定を行い、現在では易者で建

築設計士である肩書きを生かして『開運家相講

演』を開催し、話題になっている。

地域産業支援ネットの関係者を招く

工業組合は総会に『地域産業支援ネットワー

ク』の関係者を招き話を聞く。平成18年に発足

したビジネス支援型NPO団体で大垣、岐阜、

各務原の周辺に住む、産学官のOBで組織する

技術・経営のエキスパート集団。すでに10グ

ループに分かれ事業展開しており、総会では

「樹脂加工グループ」の活動を中心に話を聞く。

〈パートから正社員へ転換するチャンスを〉

正社員を募集する場合、内容を雇っている

パート労働者に周知するなど、正社員へ転換す

るための措置を講ずることが義務化された。

〈苦情の申し出に対応を〉パート労働者から

苦情の申し出を受けた時、事業所内で自主的に

解決していく努力を義務化された。紛争解決援

助の仕組みでは県労働局長による助言、指導、

勧告、調停が設けられた。

〈その他〉外国人雇用の届出は、雇用対策法

の改正で平成19年10月1日から義務化され、今

年10月1日までに届出が必要。研修生は実習生

取得届けを提出すること。 ※改正法の詳細は

県労働局雇用均等室 (058-263-1200) まで。

岐阜県のプラスチック

2008年第191号

平成20年3月 1日発行

発行岐阜市六条南2丁目11番地 l号

（岐阜産業会館4階）

電話(058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX (058) 2 7 6 - 1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者大塚忠秋
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‘
 本 社

生産本部

松

岐阜市神田町9丁目27番地（大岐阜ビル12階）

〒500-8721合〈058〉265-2231（代）

各務原市前渡東町 4丁目 222番地

〒504-8702合〈058〉386-9311（代）

⑨ 
コダマ樹脂工業株式会社

代表取締役社長 児 玉 俊

本 杜

支店

営業所

工場

岐阜県安八郡神戸町末守37 7のl
電話〈0584〉27-4141

東京、大阪

本社、横井、福岡

本社、横井、熊本、栃木、池田

本社

ポリエチレンチュープ

農業用ポリエチレンフィルム

瓢東海ポ
代表取締役社長 大

エチ工業所

野 賓

場 岐阜県羽島郡岐南町野中7丁目129番地〒501-6004
TEL (058) 2 4 6 - 1 3 1 3番（代）
FAX (058) 2 4 7 - 2 4 1 1番

名古屋営業所 名古屋市西区城西5丁目5番4号〒451-0031
TEL (052) 5 2 1 - 9 2 9 6番（代）
FAX (052) 5 3 2 - 1 6 6 4番

浜松事業所浜松市西区入野町6056 〒432-8061
TEL (053) 4 4 7 - 2 5 1 1番（代）
FAX (053) 4 4 7 - 4 2 4 8番

業務用食器—ー式・製造卸・冶工具金型設計製作

代表取締役

日比勝次

本社エ湯
〒503-0001
精工部

ク工業株式会社

大垣市大島町？丁目394番地
0〈0584〉Bl-1347杓
合〈0584〉75-0333囮
椒〈0584〉81-1350

E-mail : ogaki-pla@okbnet.ne.jp 

代表取締役社長

國本社・工場

下野

式
社
株
会

利昭

岐阜県関市下有知5601番地の1
TEL (0575) 24-2424（代表）

〒501-3217 FAX(0575)24-0567 
URL:http:/ /www.athena-kogyo.co.jp 

株式会！土川瀬樹脂工業
工ノ` ノーアリンク
プラスチック成型加工

代表取締役会長 l | | ĝ
 
源 保

E-mail :y-kawase@sun three.co.jp 
URL:http://www.sunthree.co.jp 

雄

〒503-0011 岐阜県大垣市曽根町1丁目686番地
TEL : 0584-27-2256 FAX. : 0584-27-5956 

恢
SU < E, 岐阜産研工業株式会社

代表取締役 オ木 荷支~良〖
本社・工場 （樹脂・ギフト•海外事業部）
〒501-0555 岐阜県揖斐郡大野町公郷 14 0 3 

TEL〈0585〉 35-2511
FAX〈0585〉 35-2327

岐阜工場 （押出事業部）
〒502-0847 岐阜県岐阜市早田栄町 2- I 8 

TEL〈058〉 231-7600
FAX〈058〉 232-5326

大垣工場 （キャスター事業部）
〒503-2216 岐阜県大垣市昼飯町 69 6 

TEL〈0584〉 93-2975
FAX (0584〉 93-2976

八百津工場 （開発事業部）
〒505-0302 岐阜県加茂郡八百津町錦織 12 2 0 

TEL〈0574〉 43 -1 I 9 I 
http: //www. gi fusanken. com/ 
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岐阜技研ポリマー

株式会社

代表取締役社長平光完治

岐阜市岩地 3--7-15

TEL 〈058〉 246-2541 

FAX 〈058〉 246-2081

技術と工夫で

価値あるものを・・ 0

シーシーアイ株式会社
代表取締役社長岡部修二

岐阜県関市新迫間 12 

TEL(0575)24-4111 FAX(0575)24-4199 

バス・航空機・車輌・船舶用各種座席、航空機部品
強化プラスチック、太陽温水器、緑化工事

天龍 株

代表取締役社長福西健―

本 社岐阜県各務原市蘇原輿亜町4丁目 1番地

TEL〈0583) 82-4111（代）
FAX〈05 8 3〉 83-9495

占 acりirnan、ka1eicultd 

代表取締役社長

高垣美代子

八幡化成株式会社
本社・工場：〒501'4204I支阜県郡上市八幡町旭t82番地

TEL <0575,671175 FAX <0575>65・5150 

plastic products 

福岡OFFICE:〒812・0013福岡凜福岡市博多区博多駅東 http/ /www.hachimankasei co.Jo 
2丁目9蕃13号東福ピル4F e-mail info@hach,mankasei cojp 

TEL <092,483 1514 FAX <092,483・ 1808 miyoko -t@hachimankasei.co.jp 
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射出成形、並びに金型設計製作

株式会社、

斎藤プラスチック工業所

代表取締役社長 齋藤榮市

〒501-3911

岐阜県関市肥田瀬648-6
TEL (0575) 22-5678（代）
FAX (0575) 24-5438 

ポリエステル、ナイロンをリサイクルする

タナジンR（ナイロン樹脂）

サイクリーンRアラフノンRボビン資材回収

高安株式会社

代表取締役社長昴[ 笈[ 喜£ 立芝
http:/ /www.takayasu-rf.co.jp 

本 社〒504-0828 各務原市蘇原村雨町3-47合058-382-2231

坂祝「．場〒505-0071 加茂郡坂祝町黒岩1516 合0574-26-4171 

プラスチック原料の着色加工

株式会社 -- セキ
代表取締役社長石原良美

本社・工場

〒503-0641 海津市海津町内記194
TEL(0584)53-0238 

FAX(0584)53-0359 

各種プラスチックシート真空成型加工

ll0-/L化成品様式会社
PEARL CHEMICAL PRODUCTS CO.,LTD. 

代表取締役 杉山元彦

本社工場 〒501-0473 岐阜県本巣市温井 24 3 -3 
TEL (0583)24-9155択 FAX(0583)24-6221 

管理本部〒500-8256岐阜市八坂町 40番地の 1
岐阜工場 TEL (058)271---0861似 FAX(058)275---0切0



“ol:：武藤化成工業所 0ハ丘ロ
ムトー精工株式会社

代表取締役 武藤幸平

岐阜県関市武芸川町跡部781 〒501-2605

TEL (0575〉46-3711 FAX (0575〉46-2285

プラスチック原料製造販売

委託加工及びカラーリング

化学工業株式会社

代表取締役吉田健司

〒501-3763

岐阜県美濃市極楽寺 1451-1

TEL(0575)33-1888 FAX(0575)33-1618 

E-mai 1 :mkl45l@ceres. ocn. ne. jp 

代表取締役田中 肇

本社」．場 〒509-0147 岐阜県各務似市鵜沼川的町1-60-1

TEL(058) 371-1100(J-¥') FAX (058) 382-4365 

岐阜工場 〒509-0147 岐阜県各務原市筍沼川綺町1-93

TEL (058) 383-8311囮 FAX(058)383-1516

。多こ疇

”令食亀•
層靡’ ,＂い、ビ、直
＂`複馨‘、電9，，
TOKA9KASE’'nc. 

代表取締役兼
CEO 

宇 野兼史

翻東海1ビ団工業所
本 社〒501-2101岐阜県山県市大桑4370
TEL(0581)27-2111 F,心く(0581)27-2915

〇水尾工場 〒501-2101岐阜県山県市大桑310-1
TEL(0581)22-3302 F,奴 (0581)22-1288

URL : www.tokaikasei.coJp E-mail : kenjiuno@tokaikase1.co.Jp 
ISO 14001水尾工場 携帯電話090-9124-6518

全てのニーズにお応えするJPP
そ技術力で信頼にお応えするJPP

＂ 日本ポリプロ株式会社は全てのお客様の信頼に広範かつ高度な技術力で適確にお応えしてまいります。

叫見た材料設は扱術て広筍な応用分野のニース
にお闘＼えするポリプロピレン

／日本ポリプ□株式会社
〒108-0014 東京都港区芝4丁目14番1号 TEL03-6414-4500 
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ヽ;1 
ド式成形機が従来油圧機の鸞識を変えました。

国」――ー＿＿-＿
-Ill

N,SSE＇ 射出成形機・金型・金型製作ソフト・成形支援システム
曰●編編工事緯式會祉
http1/www．nisseijushi.co.jp 

璽名古屋営業所・名古屋テクニカルセンター／〒485--0039愛知県小牧市外堀2-l 67U0568-75-9555（代）
Ill岡崎出張所／〒444-0858愛知県岡崎市上六名4-1-8三剛ビルlFf:0564-52-1430 
圃＝甑，出張所／〒514-0824三重県津市神戸横田203--4
- - - 0• - - - - - - - - - - - - - - - - -~ -—• - - - - - - - - - - - ～ -----------O - - •~ ▼・ •• •~ - - - 0 - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

圃本社・工場・技術研究所／〒389--069呼足野県埴科郡坂域町南条211 01?0268-81-l 050（営業部）

リーズ誕生

＠蛛式會社 名様棗ft汗
本社・工場〒474-8666愛知県大府市北崎町大根2 8(0562) 48-21 l l（代）
中部支店〒474-8666愛知県大府市北崎町大根2 8(0562) 47-2391（代）
岐阜出張祈〒501-6001岐阜県羽島郡岐南町上印食釦048(058) 247-2674（代）
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“,'三菱化学株式会社 栗京都千代田区丸の内2-5-2〒100（三菱ピルデインク） Telephone: 03-3283-6274（ダイヤルイン）
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キッチンウエアはいつも清潔にしておきたい。

そんな要望にお応えして、リスは「より洗いやすい」形状と素材を開発しました。

キッチンウエア

3初 Point

ヽ伽 •Jコ株式会社

••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
岐阜プラスチック工業株式会社

●本社：岐阜市神田町9丁目27番地
大岐阜ビルl2階

TEL : < 058 > 265-223 l 

岐阜プラスチックグル＿プ

●リスパック株式会社 ●リスホームリビング株式会社

●リス株式会社 ●リスジョイントプロダグソ株式会社

●リス興業株式会社 TEL : < 03 > 5821-8222 


